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研究成果の概要（和文）：本研究は，太陽フレア時にイオンがいかにして高エネルギーにまで加速されるかを調べるた
め，そのイオンが太陽大気中で作る中性子のエネルギー分布や生成量の時間変化を観測することを目的とする．中性子
を測るのは，太陽地球間の磁場の影響を受けずに直進してくるので，イオンの加速時の情報を保持しているからである
．
本科研費では，加速器実験で使用された粒子飛跡検出装置(SciBar)を，上記の目的のための観測装置として改良後，メ
キシコのシェラネグラ山頂(4600 m)に設置するため，小型試作装置で予備観測を行った．そして，観測結果を計算機シ
ミュレーションと比較・検討し観測システム(SciCRT)を構築・稼働させた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to investigate the acceleration mechanisms of high 
energy ions at Solar flares by observing energy distributions and time profiles of neutrons produced in th
e Solar atmoshpere by the accelerated ions. These neutrons are expected to bring us information concerning
 the accelerations of ions, since neutrons are not affected by the magnetic field between the Sun and the 
Earth.
During this grant, in order to set a particle tracking detector (SciBar), which had been used at the accel
erator experiment, on the top of Sierra Negra (4600 m above sea level) in Mexico as a observational equipm
ent for the above purpose, preliminary observation at the site using a prototype detector had been done. A
fter examinations and designings by comparing the results of the observations with computer simulations, a
 high sensitivity solar neutron detection system (SciCRT) has been constructed and started. 
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科研費の分科・細目：

数物系科学

キーワード： 太陽中性子　太陽フレア　宇宙線　粒子加速　高感度宇宙放射線計測装置　宇宙天気　多方向ミューオ
ン望遠鏡　メキシコ

素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理



様 式

１．研究開始当初の背景
(1) 宇宙線は，宇宙のどこかで人工的には加
速できないほどの高いエネルギーにまで加
速されて地球に降り注ぐ放射線である．
線が，そのような高エネルギーまでに，どこ
でどのようにして加速されるかという疑問
は，発見されて以来
太陽フレア時にも，通常の宇宙線より低いエ
ネルギーではあるが，粒子が加速されている
ことがわかっている．
細に観測できる唯一の恒星なので，加速機構
の解明のため，
しかし，直接加速されるのは荷電粒子
ン）で，太陽地球間の磁場によって曲げら
散乱されながら地球へやってくるため
時の情報の多くを失ってしまう．そこで，
陽フレア時に
中で生成する中性子（太陽中性子）
そのエネルギー分布や生成粒子数の時間変
化から，親の
うと考え，
する世界各地の高山で，太陽中性子の観測を
進めてきた．
(2) これまでの観測に使用してきた検出装
置は，
子に転換して，その飛跡から，中性子が太陽
方向から入射していることを確認し，物質中
での反跳陽子のエネルギー損失から，入射中
性子のエネルギーを知るというもので
24 時間太陽を監視するために，この
性子望遠鏡」と命名した
山に設置し，国際観測網を作り上げた
(3) しかし，開発当初から，エネルギー分解
能や検出効率といった点について，
にはやや不満があった．
表者らは，
ックシンチレーターを井桁状に組み上げて
作り，入射粒子による微弱な発光を多陽極光
電子増倍管にて検出するという，「高感度の
太陽中性子望遠鏡」を提案していた
et al., 1991, Sako et al., 2003
(4) 高エネルギー研究所の加速器で生成さ
れたニュートリノを神岡鉱山の検出
測定し，ニュートリノ振動を調べようという
K2K実験で使用された
装置が，上に述べた「高感度の太陽中性子望
遠鏡」とそっくりの構造であった．そして，
日本での実験の後，アメリカのフェルミ国立
加速器研究所で
ろであった．
(5) そこで，
と陸続きで，これまでも我々が太陽中性子を
観測してきたメキシコのシェラネグラ山（海
抜 4600 m
望遠鏡」として活用することになった．
 
２．研究の目的
(1) 研究の
まり，
エネルギーにまで加速され
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量の時間変化を観測
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(2)
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行う．
(3)
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点を検討し，本観測に反映させる．
(4)
費等の運用は，協力して実施する．
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